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JRの最大産別として、政
策制度、組織課題を主導
的に解決し、安全で社会
に信頼されるJRを築こう！

JR連合

JR連合

Ａ　

組
合
は
、
自
主
的
に
、
非
正
規
労
働
者
や
企

　

業
外
部
の
労
働
者
も
参
加
し
て
、
結
成
で
き
ま

　

す
。
使
用
者
が
そ
れ
に
関
与
す
る
と
不
当
労
働

　

行
為
と
さ
れ
、
ま
た
、
組
織
形
態
は
企
業
別
に

　

限
定
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
　

自
由
設
立
主
義
な
の
で
使
用
者
の
許
可
も
、

　

特
段
の
届
出
も
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

よ
っ
て
、
解
答
は
１
に
な
り
ま
す
。

　
（
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
検
定
問
題
集　

２
０
１
６
年
版

﹇
初
級
問
題
・
労
働
組
合
﹈
よ
り
出
題
）

安全の確立に今後も取り組む決意を
述べる松岡会長

「事故を決して忘れず、安全を誓う集い」にグループ労組も
含めたＪＲ西日本連合に結集する多くの仲間が参加

知
っ
て
活
か
そ
う
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
32

　熊本地方を中心とする今回の大地震では、熊本県と
大分県において甚大な被害が発生し、震災関連死を含
め多くの尊い命が奪われるとともに多くの負傷者も発
生する未曾有の大災害となりました。お亡くなりにな
られた方々のご冥福をお祈りするとともに、被災され
たすべての方々にお見舞い申し上げます。
　地震発生から約１ヶ月が経過するものの、今もなお
多くの方々が避難所や自家用車などでの不自由な避難
生活を余儀なくされています。ＪＲ連合は、地震発生
後に支援対策本部を設置し、４月20日の第11回執行
委員会においてＪＲ連合全体で全組合員を対象に緊急
カンパを実施することを決定しました。また、今後、
ＪＲ連合も連合の一員として現地でのボランティア活
動に参画していきます。
　今こそ労働組合の本文でもある相互扶助・助け合い
の精神を発揮し、被災者への力強い支援にむけたご協
力をお願いします。

○　組合員１人あたり５００円以上

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
２
０
０
５
年

に
発
生
し
た
福
知
山
線
列
車
脱

線
事
故
か
ら
11
年
と
な
る
４
月

25
日
、
Ｊ
Ｒ
西
労
組
が
主
催
す

る
「
事
故
を
決
し
て
忘
れ
ず
、

安
全
を
誓
う
集
い
」
に
出
席
し

た
。
Ｊ
Ｒ
連
合
及
び
各
単
組
代

表
者
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
連
合
加
盟

単
組
を
含
む
約
３
５
０
人
が
集
っ

た
。
集
い
の
冒
頭
、
事
故
で
お

亡
く
な
り
に
な
っ
た
１
０
７
人

の
方
々
の
ご
冥
福
と
今
な
お
身

体
や
心
の
傷
が
癒
え
て
い
な
い

方
々
の
ご
快
癒
を
祈
念
し
て
参

加
者
全
員
が
黙
祷
を
捧
げ
、
二

度
と
悲
惨
な
事
故
を
繰
り
返
さ

な
い
こ
と
を
誓
う
と
と
も
に
、

安
全
確
立
に
む
け
た
決
意
を
改

め
て
再
確
認
し
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
て
挨
拶
に

立
っ
た
Ｊ
Ｒ
西
労
組
の
荻
山
市

朗
中
央
執
行
委
員
長
（
Ｊ
Ｒ
連

合
副
会
長
）
は
「
事
故
の
反
省

と
教
訓
を
胸
に
刻
み
労
使
の
真

摯
な
協
議
を
経
て
『
安
全
考
動

計
画
２
０
１
７
』
の
実
践
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
昨

年
か
ら
一
歩
間
違
え
れ
ば
重
大

事
故
に
繋
が
り
か
ね
な
い
事
象

が
相
次
ぎ
発
生
し
て
い
る
。
職

場
の
実
態
を
把
握
し
、
潜
ん
だ

リ
ス
ク
に
気
付
き
改
善
を
求
め

る
こ
と
は
労
働
組
合
の
強
み
を

生
か
す
こ
と
が
出
来
る
分
野
で

あ
る
。
妥
協
な
く
安
全
を
不
断

に
追
求
し
て
い
こ
う
」と
訴
え
た
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
連
合
を
代
表
し

て
松
岡
裕
次
会
長
は
、
「
昨
年

の
Ｊ
Ｒ
連
合
の
定
期
大
会
以
降

８
件
の
死
亡
労
災
事
故
が
発
生

し
て
い
る
こ
と
に
ふ
れ
、
あ
ら

た
め
て
職
場
か
ら
安
全
の
確
立

に
今
後
も
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
グ
ル
ー
プ
会
社
や

協
力
会
社
を
含
め
た
す
べ
て
の

Ｊ
Ｒ
関
係
労
働
者
の
死
亡
事
故
・

重
大
労
災
ゼ
ロ
に
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
力
強
く

決
意
を
述
べ
た
。

　

続
い
て
、
課
題
提
起
と
し
て
、

Ｊ
Ｒ
西
労
組
の
羽
野
業
務
部
長

か
ら「
Ｊ
Ｒ
西
労
組
安
全
提
言
」

に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。
事

故
以
降
の
様
々
な
安
全
対
策
が

進
め
ら
れ
る
中
で
、
組
合
員
か

ら
の
声
、
発
生
し
て
い
る
労
災

事
象
、
安
全
の
取
り
組
み
意
識

に
関
す
る
組
合
員
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
結
果
な
ど
を
踏
ま
え
、「
安

全
提
言
」を
策
定
し
、ヒ
ュ
ー
マ

ン
エ
ラ
ー
を
懲
戒
の
対
象
か
ら

外
す
こ
と
や
安
全
衛
生
委
員
会

活
動
を
充
実
す
る
こ
と
、
グ
ル
ー

プ
会
社
と
の
更
な
る
連
携
な
ど
、

10
の
提
言
を
行
っ
た
。
組
合
員

一
人
ひ
と
り
が
こ
の
提
言
に
も

と
づ
い
て
職
場
に
お
け
る
安
全

衛
生
委
員
会
な
ど
を
活
用
し
て

実
践
に
結
び
付
け
て
い
く
よ
う

解
説
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
基
調
講
演
で
は
、
Ｊ

Ｒ
西
日
本
安
全
研
究
所
の
河
合

所
長
に
よ
る
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ

ラ
ー
を
減
ら
す
た
め
に
」
の
テ
ー

マ
で
講
演
を
行
っ
た
。
安
全
研

究
所
で
取
り
組
ん
で
い
る
ヒ
ュ
ー

マ
ン
フ
ァ
ク
タ
ー
研
究
の
「
運

転
士
等
の
眠
気
予
防
策
」
、

「
指
導
操
縦
者
と
運
転
士
見
習

と
の
関
係
性
向
上
を
目
指
す
研

究
」
、
「
人
間
工
学
に
基
づ
く

次
世
代
運
転
台
モ
デ
ル
の
研
究
」、

「
ホ
ー
ム
上
の
酔
客
対
策
研
究
」

な
ど
が
紹
介
さ
れ
た
。
ま
た
、

河
合
所
長
は
、
安
全
対
策
に
お

け
る
３
つ
の
対
策
と
し
て
、
①

再
発
防
止
対
策
、
②
リ
ス
ク
ア

セ
ス
メ
ン
ト
、
③
レ
ジ
リ
エ
ン

ス
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
を
挙

げ
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ァ
ク
タ
ー

に
よ
る
リ
ス
ク
を
リ
ス
ク
と
捉

え
な
い
こ
と
が
あ
る
と
い
う
リ

ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
課
題
に

対
す
る
取
り
組
み
、
想
定
外
の

事
態
に
遭
遇
し
た
と
き
に
最
悪

の
事
態
を
避
け
る
能
力
を
高
め

よ
う
と
す
る
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
・

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
の
取
り
組

み
の
重
要
性
を
述
べ
、
今
後
、

グ
ル
ー
プ
会
社
を
含
む
Ｊ
Ｒ
西

日
本
グ
ル
ー
プ
全
体
で
こ
れ
ら

の
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
語
っ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
福
知
山
線
列

車
事
故
を
は
じ
め
と
す
る
重
大

事
故
の
反
省
と
教
訓
を
胸
に
刻

む
と
と
も
に
、
「
働
く
者
の
安

全
確
保
が
ひ
い
て
は
鉄
道
全
体

の
安
全
性
向
上
に
つ
な
が
る
」

と
の
認
識
の
下
、
各
単
組
に
も

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
６
月

の
定
期
大
会
に
む
け
て
Ｊ
Ｒ
連

合
安
全
指
針
の
改
訂
作
業
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
引
き
続
き
、

Ｊ
Ｒ
連
合
が
目
指
す
「
す
べ
て

の
Ｊ
Ｒ
関
係
労
働
者
の
死
亡
事

故
・
重
大
労
災
ゼ
ロ
」
に
む
け

て
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
く
。

Ｑ　労働組合の結成について、正
　しいものをひとつ選びなさい。
【正答率75％】
１　労働組合の結成には、使用者の許可は
　不要である。
２　労働組合は、正規労働者と非正規労働
　者を区別して組織しなければならない。
３　労働委員会による資格審査を経なけれ
　ば、労働組合としての活動ができない。
４　労働組合を結成したときは、労働基準
　監督署に通知しなければならない。

四
万
十
ユ
ニ
オ
ン
【
３
月
４

日
妥
結
】

・
個
別
賃
金
の
改
定　

業
績
等

を
考
慮
し
、
規
程
に
基
づ
き
実

施Ｊ
Ｒ
西
日
本
デ
イ
リ
ー
サ
ー

ビ
ス
ネ
ッ
ト
労
組
【
３
月
16

日
妥
結
】

・
定
期
昇
給　

５
１
１
５
円

（
１
・
62
％
）

・
特
別
報
労
金　

社
員
・
嘱
託

社
員
３
０
０
０
０
円
、
レ
ギ
ュ

ラ
ー
社
員
１
０
０
０
０
円
、
ア

シ
ス
ト
社
員
・
ア
ル
バ
イ
ト
５

０
０
０
円

Ｊ
Ｒ
西
日
本
広
島
メ
ン
テ
ッ

ク
労
組
【
３
月
17
日
妥
結
】

・
定
期
昇
給　

社
員
実
施
＋
特

別
加
算
額
１
０
０
０
円
、
契
約

社
員
２
５
０
０
円
（
入
社
１
年

以
上
）

・
ベ
ア　

２
０
０
円

・
夏
季
手
当　

社
員
２
・
50
ヵ

月
＋
９
０
０
０
０
円
、
契
約
社

員
２
・
25
ヵ
月
＋
２
０
０
０
０

円・
年
度
末
一
時
金　

勤
続
５
年

以
上
７
０
０
０
０
円
、
３
年
以

上
５
０
０
０
０
円
、
１
年
以
上

３
０
０
０
０
円
、
１
年
未
満
１

０
０
０
０
円

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
ネ
ッ
ト

岡
山
労
組【
３
月
22
日
妥
結
】

・
定
期
昇
給　

２
４
９
５
円

（
１
・
20
％
）

・
特
別
報
労
金　

社
員
３
０
０

０
０
円
、
契
約
社
員
・
嘱
託
社

員
２
０
０
０
０
円
、
パ
ー
ト
社

員
５
０
０
０
円

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
ネ
ッ
ト

広
島
労
組【
３
月
22
日
妥
結
】

・
定
期
昇
給　

２
３
８
９
円

（
１
・
18
％
）

・
特
別
報
労
金　

社
員
・
エ
リ

ア
社
員
・
契
約
社
員
・
嘱
託
社

員
３
０
０
０
０
円
、
ス
タ
ッ
フ

社
員
１
５
０
０
０
円
、
ア
ル
バ

イ
ト
社
員
５
０
０
０
円

Ｊ
Ｒ
西
日
本
岡
山
メ
ン
テ
ッ

ク
労
組
【
３
月
23
日
妥
結
】

・
ベ
ア　

３
０
０
円

・
定
期
昇
給　

２
１
０
０
円

Ｊ
Ｒ
四
国
ホ
テ
ル
開
発
労
組
・

Ｔ
Ｔ
Ｂ
ユ
ニ
オ
ン
【
３
月
23
日

妥
結
】

・
定
期
昇
給　

４
１
１
０
円

（
２
・
30
％
）

Ｊ
Ｒ
西
日
本
交
通
サ
ー
ビ
ス

労
組
【
３
月
23
日
妥
結
】

・
ベ
ア　

２
０
０
０
円

・
定
期
昇
給　

実
施
（
１
５
０

０
〜
２
０
０
０
円
）

・
夏
季
手
当　

社
員
・
嘱
託
社

員
２
・
15
ヵ
月
、
Ｂ
社
員
１
・

80
ヵ
月
、
契
約
社
員
１
・
65
ヵ

月
、
臨
時
社
員
（
一
時
金
）
１

５
０
０
０
〜
３
０
０
０
０
円

・
臨
時
社
員
の
時
間
給
引
き
上

げ
８
６
０
円

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
京
都

労
組
【
３
月
24
日
妥
結
】

・
定
期
昇
給　

実
施
（
年
齢
給

＋
職
能
給
）

・
ベ
ア　

３
０
０
円
（
２
年
連

続
）

・
夏
季
手
当　

２
・
15
ヵ
月

（
昨
年
比
＋
０
・
45
ヵ
月
）

・
そ
の
他　

適
正
な
要
員
配
置

に
む
け
た
社
員
採
用
増
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
会
社

補
助
（
年
１
５
０
０
円
）

南
関
東
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
労

組
【
３
月
25
日
妥
結
】

・
基
本
給
引
き
上
げ　

55
歳
未

満
１
５
０
０
円
、
55
歳
以
上
１

０
０
０
円

・
夏
季
手
当　

１
・
２
ヵ
月

・
そ
の
他　

保
存
休
暇
の
積
立

日
数
増
（
30
日
↓
40
日
）
、
定

期
健
康
診
断
の
検
査
内
容
変
更

（
全
社
員
に
年
１
回
の
血
液
検

査
を
実
施
）

九
州
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
労
組

【
３
月
25
日
妥
結
】

・
定
期
昇
給　

実
施

Ｊ
Ｒ
西
日
本
山
陰
開
発
労
組

【
３
月
29
日
妥
結
】

・
定
期
昇
給　

実
施

・
夏
季
手
当　

社
員
２
・
３
ヵ

月
、
契
約
社
員
１
・
５
ヵ
月

﹇
以
上
３
月
29
日
ま
で
の
妥
結

単
組
﹈

　

３
月
30
日
以
降
の
妥
結
単

組
の
妥
結
内
容
に
つ
い
て
は
、

次
号
に
て
引
き
続
き
掲
載
い

た
し
ま
す
。

熊本地方を中心とする大地震
緊急カンパの実施

組合員の皆さん、今こそ相互扶助・
助け合いの精神を発揮しよう

　

２
０
１
６
春
季
生
活
闘
争
の
取
り
組
み
に
お
い
て
、
Ｊ
Ｒ
７
単

組
で
は
、
４
単
組
が
昨
年
に
引
き
続
き
ベ
ア
を
獲
得
し
、
そ
の
他

の
単
組
で
も
総
合
生
活
改
善
に
資
す
る
回
答
を
引
き
出
し
妥
結
し

た
こ
と
は
、
既
報
の
と
お
り
。

　

グ
ル
ー
プ
労
組
に
お
い
て
は
、
５
月
９
日
ま
で
に
46
単
組
が
妥

結
し
、
20
単
組
で
ベ
ア
を
獲
得
し
、
着
実
に
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

２
０
１
６
春
季
生
活
闘
争
【
グ
ル
ー
プ
労
組
】

  
厳
し
い
経
営
状
況
下
で
多
く
の
成
果

         

46
単
組
妥
結　

20
単
組
で
ベ
ア
獲
得

２
０
１
６
春
季
生
活
闘
争
【
グ
ル
ー
プ
労
組
】

  
厳
し
い
経
営
状
況
下
で
多
く
の
成
果

         

46
単
組
妥
結　

20
単
組
で
ベ
ア
獲
得

ＪＲ西労組「事故を決して忘れず、安全を誓う集い」
福知山線列車事故から11年
すべてのＪＲ関係労働者の死亡事故・
　重大労災ゼロに取り組まなければならない

ＪＲ西労組「事故を決して忘れず、安全を誓う集い」
福知山線列車事故から11年
すべてのＪＲ関係労働者の死亡事故・
　重大労災ゼロに取り組まなければならない



ＪＲ連合平成28年（2016）5月15日

みんなで暮らしをガード

近隣の家へ損害を与えたときの「類焼損害保障」、日常生活での賠償事故に備える「個人賠償保障」、
賃貸住宅で火事を起こした場合の「借家人賠償保障＋修理費用」。火災共済とセット加入することで
大型保障を実現します。

オプション保障（類焼損害費用保険、個人賠償責任保険、借家人賠償責任保険＋修理
費用）は、共栄火災海上保険㈱を引受保険会社とする保険契約であり、共済ではあり
ません。詳しい内容は必ずパンフレットおよび重要事項説明書をご確認ください。

火災共済の保障力を、さらにアップさせる新制度。

家族の幸せを災害から守る

火災共済  オプション保障
交運共済 ニュース

B1424401E2144-20150209

※借家にお住まいの方のみ

類焼損害保障 個人賠償保障 借家人賠償保障
＋修理費用

第 520号（２）

 

若
い
世
代
の
投
票
率
は
、
い

ず
れ
の
選
挙
に
お
い
て
も
他
の

世
代
に
比
べ
て
低
く
、
し
か
も

そ
の
差
が
拡
大
し
て
き
て
い
る
。

例
え
ば
、
衆
議
院
議
員
総
選
挙

に
お
け
る
20
歳
代
の
投
票
率
は

全
体
の
投
票
率
に
比
べ
、
昭
和

50
年
代
は
10
ポ
イ
ン
ト
ほ
ど
低

か
っ
た
も
の
が
、
現
在
は
20
ポ

イ
ン
ト
ほ
ど
の
差
に
な
っ
て
い

る
。

　

若
い
世
代
の
有
権
者
の
投
票

率
が
低
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、

様
々
な
理
由
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
例
え
ば
、
他
の
世
代
に
比

べ
て
政
治
的
関
心
が
低
い
か
ら

投
票
率
が
低
い
と
い
う
こ
と
を
、

関
係
の
調
査
に
基
づ
き
指
摘
す

る
声
も
あ
る
。
公
益
財
団
法
人

明
る
い
選
挙
推
進
協
会
が
２
０

１
３
年
に
実
施
し
た
第
23
回
参

議
院
議
員
通
常
選
挙
全
国
意
識

調
査
結
果
に
よ
る
と
、
20
〜
30

歳
代
の
若
者
が
投
票
を
棄
権
し

た
理
由
と
し
て
多
か
っ
た
の
が
、

「
選
挙
に
あ
ま
り
関
心
が
な
か

っ
た
か
ら
（
23
・
４
％
）
」
、

「
仕
事
が
あ
っ
た
か
ら
（
22
・

２
％
）
」
、
「
適
当
な
候
補
者

も
政
党
も
な
か
っ
た
か
ら
（
21
・

３
％
）
」
、
「
政
党
の
政
策
や

候
補
者
の
人
物
像
な
ど
、
違
い

が
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
か
ら

（
19
・
２
％
）
」
と
な
っ
て
い

る
。
他
の
年
代
と
比
較
し
て
特

に
「
選
挙
に
あ
ま
り
関
心
が
な

か
っ
た
か
ら
」
と
い
う
割
合
が

高
く
な
っ
て
い
る
。

　

２
０
１
４
年
の
衆
議
院
議
員

総
選
挙
に
お
け
る
年
代
別
投
票

率
を
見
る
と
、
20
歳
代
の
投
票

率
が
32
・
58
％
で
あ
っ
た
の
に

対
し
て
、
60
歳
代
は
68
・
28
％

と
２
倍
以
上
の
差
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
人
口
推
計
か
ら
20 

歳

代
は
お
よ
そ
１
３
０
０
万
人
で

あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
60
歳
代

は
お
よ
そ
１
８
０
０
万
人
と
１
・

４
倍
ほ
ど
の
差
が
あ
る
。
こ
れ

ら
を
計
算
し
て
み
る
と
、
20
歳

代
の
投
票
数
は
お
よ
そ
４
２
０

万
票
、
60
歳
代
の
投
票
数
は
お

よ
そ
１
２
４
０
万
票
と
な
り
、

票
数
に
す
る
と
そ
の
差
は
お
よ

そ
３
倍
と
な
る
。
若
者
の
投
票

率
が
低
く
な
る
と
、
若
者
の
声

は
政
治
に
届
き
に
く
く
な
っ
て

し
ま
う
と
言
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
。
そ
の
結
果
、
若
い
世
代

に
向
け
た
政
策
が
実
現
し
に
く

く
な
っ
た
り
、
実
現
す
る
の
に

時
間
を
要
す
る
可
能
性
が
出
て

く
る
こ
と
と
な
る
。

　

ま
さ
に
、
昨
今
取
り
沙
汰
さ

れ
て
い
る
保
育
に
関
わ
る
課
題

を
は
じ
め
、
教
育
費
や
医
療
費

に
関
わ
る
な
ど
課
題
な
ど
は
若

い
世
代
に
大
き
く
関
係
す
る
も

の
で
あ
る
。
若
い
世
代
が
こ
れ

ま
で
政
治
や
選
挙
に
関
心
が
な

か
っ
た
か
ら
課
題
解
決
が
先
送

り
に
な
っ
て
き
た
と
言
え
る
の

か
も
知
れ
な
い
。
若
い
世
代
に

と
っ
て
は
社
会
保
険
や
年
金
の

課
題
は
今
す
ぐ
に
関
係
の
あ
る

も
の
で
は
な
い
が
、
将
来
確
実

に
受
給
す
る
た
め
に
今
か
ら
若

い
世
代
の
声
を
政
策
に
反
映
し

て
お
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た

め
に
は
、
若
い
世
代
の
声
を
代

弁
す
る
候
補
者
を
選
挙
で
選
び
、

国
会
に
送
り
込
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
ぜ
ひ
職
場
の
若
い
世

代
の
組
合
員
に
政
治
に
関
心
を

持
つ
よ
う
に
地
道
な
語
り
掛
け

を
お
願
い
し
た
い
。

九
州
旅
客
鉄
道
労
働
組
合
（
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
）

長
崎
地
方
本
部
（
長
崎
県
長
崎
市
）

組合事務所
めぐり
34

　
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
長
崎
地
方
本
部
は
、

長
崎
本
線
の
終
着
駅
・
長
崎
駅
か
ら
徒

歩
５
分
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
事
務
所
が
あ

り
ま
す
。

　

長
崎
市
の
中
心
部
は
三
方
を
山
に

囲
ま
れ
て
お
り
、住
宅
地
の
多
く
は

山
の
斜
面
を
利
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら

「
坂
の
街
」と
し
て
有
名
で
す
。ま
た
、

古
く
か
ら
、外
国
へ
の
玄
関
口
と
し
て

発
展
し
て
き
た
長
崎
市
は
、外
国
か

ら
の
文
化
流
入
の
影
響
や
、斜
面
に

広
が
る
街
並
み
な
ど
か
ら
、独
特
な

都
市
景
観
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

　

長
崎
市
と
い
え
ば
、「
稲
佐
山
」に
代

表
さ
れ
る
夜
景
が
有
名
で
す
が
、２
０

１
２
年
に
開
催
さ
れ
た「
夜
景
サ
ミ
ッ

ト
２
０
１
２
in
長
崎
」で
は
、長
崎
の
夜

景
が
香
港
、モ
ナ
コ
と
並
び「
世
界
新
三

大
夜
景
都
市
」に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、「
夜
景
サ
ミ
ッ
ト
２
０
１
５
in

神
戸
」で
は
、長
崎
、札
幌
、神
戸
の
三

都
市
の
夜
景
が
、「
日
本
新
三
大
夜
景

都
市
」と
し
て
認
定
さ
れ
、ま
す
ま
す

長
崎
市
の
夜
景
の
魅
力
が
増
し
て
い
ま

す
。

　

長
崎
市
は
、ポ
ル
ト
ガ
ル
や
オ
ラ
ン

加盟単組の多くの仲間が参加し、暮らしの底上げを求め
アピールした

長
崎
市
内
で
開
催
さ
れ
る
「
ラ
ン

タ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

特
集
・
夏
の
参
議
院
選
挙
に
む
け
て

ど
の
よ
う
に
し
て
若
い
世
代
の
投
票
率
を
あ
げ
る
か
②

ダ
、中
国
な
ど
と
の
交
流
か
ら
生
ま
れ

た「
和
華
蘭（
わ
か
ら
ん
）」と
い
う
文

化
や
伝
統
が
点
在
し
て
い
る
異
国
情
緒

あ
ふ
れ
る
街
で
す
。特
に
冬
季
に
開
催

さ
れ
る「
ラ
ン
タ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

に
は
、全
国
各
地
か
ら
多
く
の
観
光
客

が
長
崎
の
地
を
訪
れ
ま
す
。

　

今
年
の
10
月
〜
12
月
は「
長
崎
デ

ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」が

開
催
さ
れ
ま
す
。お
近
く
に
お
越
し
の

際
に
は
、ぜ
ひ
魅
力
あ
ふ
れ
る
長
崎
へ

足
を
運
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

連
合
第
87
回
メ
ー
デ
ー

暮
ら
し
の
底
上
げ
を
実
現
し
、

    

政
治
に
正
面
か
ら

            

真
摯
に
向
き
合
お
う

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
４
月
29
日
、

東
京
代
々
木
公
園
で
開
催
さ
れ

た「
第
87
回
連
合
中
央
メ
ー
デ
ー
」

に
参
加
し
た
。
連
合
の
構
成
組

織
の
組
合
員
を
は
じ
め
、
各
関

係
団
体
な
ど
か
ら
約
４
万
人
の

仲
間
が
結
集
し
た
。
Ｊ
Ｒ
連
合

か
ら
は
、
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
・

Ｊ
Ｒ
西
労
組
・
Ｊ
Ｒ
Ｅ
ユ
ニ
オ

ン
・
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
・
貨
物
鉄

産
労
の
各
単
組
、
さ
ら
に
は
グ

ル
ー
プ
労
組
か
ら
組
合
員
及
び

家
族
３
６
０
人
が
参
加
し
た
。

　

会
場
で
は
、
熊
本
県
を
中
心

と
す
る
九
州
地
震
の
「
救
援
カ

ン
パ
」
が
各
所
で
実
施
さ
れ
る

な
ど
、
被
災
地
の
一
刻
も
早
い

復
旧
・
復
興
へ
の
運
動
の
広
が

り
が
感
じ
ら
れ
た
。

　

神
津
里
季
生
連
合
会
長
は
、

主
催
者
挨
拶
の
冒
頭
、
震
災
で

多
く
の
方
々
が
厳
し
い
避
難
生

活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
触
れ
、
一
日
も
早
く
普
通

の
暮
ら
し
と
仕
事
を
取
り
戻
せ

る
よ
う
復
旧
復
興
に
む
け
、
国

を
挙
げ
た
対
応
の
必
要
性
を
訴

え
た
。
ま
た
、
非
正
規
雇
用
の

増
加
に
よ
り
格
差
・
貧
困
が
拡

を
あ
ら
た
め
て
表
明
し
た
。併

せ
て
、
普
通
の
国
民
、
市
民
の

感
覚
と
目
線
に
お
い
て
、
政
治

に
正
面
か
ら
真
摯
に
向
き
合
う

こ
と
の
重
要
性
を
訴
え
続
け
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
力

強
く
呼
び
か
け
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
の
構
成
各
単
組
は
、

そ
れ
ぞ
れ
各
地
方
連
合
主
催
の

地
方
メ
ー
デ
ー
に
参
画
し
た
。

各
地
方
に
お
け
る
停
滞
す
る
地

方
経
済
の
状
況
や
格
差
・
貧
困

の
広
が
り
な
ど
の
実
態
を
共
有

し
、
働
く
者
の
立
場
か
ら
「
支

え
合
い
、
助
け
合
う
心
を
ひ
と

つ
に
力
を
合
わ
せ
、
暮
ら
し
の

底
上
げ
を
実
現
し
て
い
く
」
こ

と
を
確
認
し
合
っ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー

プ
労
組
連
絡
会
の
各
単
組
に
お

け
る
春
闘
を
最
後
ま
で
支
え
、

働
く
者
の
声
を
国
政
に
届
け
る

べ
く
、
参
院
選
必
勝
に
む
け
て

取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
く
。

大
し
て
い

る
中
で
、

「
底
上
げ

春
闘
」
と

位
置
づ
け

て
取
り
組

み
を
進
め

て
き
た
今

春
闘
に
お

い
て
は
最

後
ま
で
徹

底
し
て
交

渉
を
支
援

す
る
決
意

投
票
に
行
こ
う
！

60歳代

50歳代
70歳代

40歳代

30歳代

年代別の選挙投票棄権理由（上位4つ）


